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近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方の
尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方のご遺族にもご登壇をいただき、
過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

主催：厚生労働省
後援：茨城県
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議

過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

水戸プラザホテル ガーデンルーム
（茨城県水戸市千波町2078-1）

［定員］100名

会場日時 2019年11月7日（木）
13：30～15：30（受付13：00～）

参加
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スマートフォンで
QRコードを
読み込んで下さい。

水戸プラザホテル ガーデンルーム 
（茨城県水戸市千波町2078-1）
・JR「水戸駅」▶南口バスターミナル内、6・7・8番乗り場▶無料シャトルバスにて約15分
・JR「水戸駅」▶北口バスターミナル6番乗り場▶関東鉄道バスにて約20分 
・常磐自動車道水戸ICより▶国道50号線バイパスを大洗･日立方面に約10分
・北関東自動車道水戸南ICより▶国道50号線バイパスを常磐自動車道水戸IC方面に約10分   

過労死等防止対策推進シンポジウムを開催します。

●会場のご案内

▶会場の都合上、事前の申し込みをお願いします。
  （定員に満たない場合は、当日参加も可能です）
▶申し込みはＷｅｂ又はＦＡＸでお願いします。
▶参加証は発行いたしません。そのまま当日お越しください。
▶定員超過の場合のみ、電話でご連絡いたします。

●参加申込について

電話番号
企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。 
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

「個人情報の取扱いについて」
・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用し、他の目的で使用することはございません。 ・個人情報はご本人の同意なく第三者に提供を
いたしません。・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（http://www.p-unique.co.jp/privacy）に従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

●Webからの申し込み：以下ホームページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

茨城会場

5名以上のお申込みは、
別紙（様式自由）にて
FAXしてください。

FAX番号 03-6264-6445　過労死等防止対策推進シンポジウム 受付窓口 行
●FAXでの申し込み：以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

（お問い合わせ先）  電話：0120-053-006  E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp  株式会社プロセスユニーク

プログラム

［主催者挨拶］　茨城労働局
［基 調 講 演］  「パワハラ関連法案と
　　　　　　    今後のパワハラ防止対策」
 　　　　　　津野 香奈美 氏 （神奈川県立保健福祉大学大学院 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘルスイノベーション研究科講師）

［企業による事例紹介］   
［過労死遺族による体験談発表］ 
 　　　　　　佐戸 恵美子 氏 （東京過労死を考える家族の会）

講師プロフィール

津野 香奈美 氏
神奈川県立保健福祉大学大学院 
ヘルスイノベーション研究科 講師

東京大学大学院博士課程修了。博士（医学）、
博士（保健学）、公衆衛生学修士。
和歌山県立医科大学医学部衛生学講座助教、同講師、ハーバード
公衆衛生大学院客員研究員を経て、2019年より現職。21世紀職
業財団ハラスメント防止コンサルタント、産業カウンセラー、キャ
リア・コンサルタント、東京大学大学院客員研究員、（株）クオレ・
シー・キューブ顧問。


